別表
土砂等による土地の埋立て等事業の施工基準
第1　共通基準
1　周辺対策
工事の施工に当たっては、粉じん、騒音、震動、土砂の流出等の防止対策を講ずる等、周辺住民の迷惑とならないように努めること。
2　作業時間
(1)　作業時間は、原則として午前8時30分から午後5時までとし、早朝夜間での土砂搬入作業は、行わないこと。
(2)　日曜日、祝祭日及び年末年始は、原則として作業を中止すること。
(3)　緊急を要する作業が発生したときは、搬入路の沿道及び周辺住民の理解を得ること。
3　交通対策
(1)　搬入路を指定する場合は、あらかじめ道路管理者及び所轄警察署と協議すること。
(2)　搬入路が通学路に指定されている場合は、関係機関と協議し、登下校時間帯の通行禁止等必要な処置を講ずること。
(3)　その他関係機関と協議し、通行期間、交通誘導員の配置、標識の設置及び安全施設の設置等必要な処置を講ずること。
4　安全対策
(1)　事業区域内には、みだりに人が立ち入るのを防止することのできる囲いを設けること。
(2)　囲いは、原則として事業区域の全周囲に設けること。
(3)　出入り口は、原則として1か所とし、施錠できる構造とすること。
(4)　囲いの構造は、風圧等により容易に転倒破壊されないものとすること。
5　保安距離
事業区域と隣接地の距離は、災害時に備え、十分な保安距離をとること。
6　事故対策
(1)　住民の生命及び財産に対する危害、迷惑を防止するため、工事中は、現場責任者を常駐させ、事故及び災害防止に努めること。
(2)　地上及び地下工作物、水域、樹木、井戸水等に損失を与え、又はその機能を阻害することのないように、必要に応じて事前調査を行う等適切な防護の処置を講ずること。
(3)　工事施工中、工事の実施に影響を及ぼす事故、人身に損傷を生じた事故または第三者に損害を与えた事故が発生したときは、応急処置等必要な措置を講ずるとともに、事故発生の原因及び経過、事故による被害の内容等について遅滞なく町長へ報告すること。また事業主及び関係者は責任をもってその解決に当ること。
7　記録・写真
工事全般にわたって、工事着手前、中間、完了等の写真撮影を行い、編集して工事完了時に提出すること。
8　その他
境界杭を作業により移動する必要が生じた場合には、必ず控え杭を設置し、作業完了後復元しておくこと。
第2　技術基準
1　埋立て及び盛土工
(1)　埋立て及び盛土の斜面勾配は、30度以下とすること。
(2)　埋立て及び盛土工事に際しては、良質土をもって、厚さ30cmごとに敷均しを行い、十分転圧し、締め固めすること。またのり面は良く突き固め仕上げること。
(3)　斜面状の地盤の上に埋立て及び盛土工事を行う場合で、原地盤の勾配が1：4より急なときは、幅1m～2m、高さ0.5m以上の段切りを行い、滑動を防ぐようにすること。
(4)　埋立て及び盛土工事を行う場合は、状況に応じて地下暗渠を設置し、また草木等がある場合は、すべて伐採除根すること。
(5)　埋立て及び盛土により直高5m以上の盛土斜面が生じるときは、直高5mごとに幅1.5m以上の小段を設けること。
(6)　埋立て及び盛土の高さについては、周辺の状況を考慮し決定する。
(7)　斜面の崩壊を防止するため、筋芝埋込、シガラミ、吹付植生工等を行うこと。また特にのり肩の処理については、十分注意すること。
(8)　斜面上部の排水は、のり面方向へ流さないように反対方向に勾配をとること。勾配は、原則として2％以上とすること。
2　たい積工
(1)　粉じんが飛散するおそれのあるものについては、必要な処置を講ずること。
(2)　のり面勾配は、30度以下とするが、周囲の状況によっては、土砂が崩壊しない程度とすることができる。
3　排水施設
(1)　埋立て及び盛土等を施工する場合は、雨水及びその他の地表面水を排除することができるよう、必要な排水施設を設置するとともに、その施設が土砂等によって埋まらないように処置すること。
(2)　排水施設は、その管渠等の勾配及び断面積が、その排除すべき雨水及びその他の地表水を支障なく流下させることができるようなものとすること。
(3)　のり肩、のり尻及び小段には、必要に応じ排水施設を設置すること。
(4)　浸透水及び湧水のあるところでは、必ず暗渠工等の排水施設を設けなければならない。
4　調整池
事業区域面積が10,000m2を超える事業については、調整池を設置すること。
5　既設排水路
(1)　下流水路及び放流先水路が未整備の場合は、原則として流域等を勘案のうえ、埋立て等による影響が及ぶ範囲まで整備すること。
(2)　現況排水先以外の水路へ放流する場合は、その水路の排水能力、水質等を勘案し、下流に及ぼす影響を検討のうえ、必要な処置を講ずること。
(3)　放流先水路がゴミ、土砂等により、流水阻害されている場合は、影響範囲まで浚渫等の処置を講ずること。
(4)　放流については、関係権利者と十分な協議を行うこと。
6　擁壁工
(1)　擁壁は、鉄筋コンクリート造り、無筋コンクリート造り及びコンクリートブロック積等とすること。
(2)　水路、及び田畑等に接して設ける擁壁は、水路底、河床等から根入れ深さ等について、十分安全性を確かめること。
(3)　鉄筋コンクリート造り又は無筋コンクリート造りの擁壁を設置するときは、構造計算により、その安全性を確かめること。
7　護岸工
河川に接する埋立て盛土は、その河川の既往洪水位又は計画高水位に余裕高(60cm以上)を加えた高さ迄を護岸として永久工作物としなければならない。上下流に既設護岸のある場合は、それに準ずるものとする。なお、水衝部においては、必要に応じ、根固工を設置すること。
第3　その他の基準
(1)　この施工基準によるほか、必要に応じて、関係法令を準用すること。
(2)　埋立て等の工事の設計施工は、この施工基準によるほか、次の基準を準用する。
(イ)　河川砂防設計基準(案)……………埼玉県土木部
(ロ)　道路設計基準…………………………　〃
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参考図　１　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-
盛土勾配・小段
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参考図　２　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-
段切工(1：4より急な斜面)
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参考図　3　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-
暗渠工
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